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歴 代 消 防 長 

 

 

久留米市消防本部 
 

代 氏  名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 

初代 池上 秀吉 昭和２３年 ３月 ７日 昭和３２年 ６月 ５日 

二代 中村恵三郎 昭和３２年 ９月 ２日 昭和４０年 ５月３１日 

三代 和田 正人 昭和４０年 ６月 １日 昭和４３年 ５月 ２日 

四代 野村 金吾 昭和４３年 ６月１２日 昭和５１年 ３月３１日 

五代 後藤 時也 昭和５１年 ４月 １日 昭和５７年 ３月３１日 

六代 中島 主税 昭和５７年 ４月１４日 昭和６３年 ３月３１日 

七代 家中 一興 昭和６３年 ４月 １日 平成 ６年 ３月３１日 

八代 向  忠義 平成 ６年 ４月 １日 平成 ７年 ３月３１日 

九代 石橋 郁朗 平成 ７年 ４月 １日 平成１１年 ３月３１日 

十代 塚本 篤行 平成１１年 ４月 １日 平成１２年 ３月３１日 

十一代 上野 敏彦 平成１２年 ４月 １日 平成１５年 ３月３１日 

十二代 板谷  克之 平成１５年 ４月 １日 平成１９年 ３月３１日 

十三代 野田  久雄 平成１９年 ４月  １日 平成２１年 ３月３１日 

 

 

 

福岡県南広域消防組合消防本部 
 

代 氏  名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 

初代 徳岡肇一郎 昭和５４年１０月 １日 昭和５５年 ３月３１日 

二代 矢野 正道 昭和５５年 ４月 １日 昭和６０年 ３月３１日 

三代 大熊 正剛 昭和６０年 ４月 １日 昭和６２年 ３月３１日 

四代 南  徳雄 昭和６２年 ４月 １日 平成 ２年 ３月３１日 

五代 宮﨑 敬一 平成 ２年 ４月 １日 平成 ４年 ３月３１日 

六代 安永 茂歳 平成 ４年 ４月 １日 平成 ７年 ３月３１日 

七代 田中 政嗣 平成 ７年 ４月 １日 平成１２年 ３月３１日 

八代 権藤 英資 平成１２年 ４月 １日 平成１４年 ３月３１日 

九代 岩橋 勝幸 平成１４年 ４月 １日 平成２１年 ３月３１日 
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大川市消防本部 
 

代 氏  名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 

 古賀 龍生 昭和３８年 ７月１５日 昭和４０年１２月２７日 

 井福志免夫 昭和４０年１２月２８日 昭和４２年 ３月３１日 

初代 井福志免夫 昭和４２年 ４月 １日 昭和４７年１２月１８日 

 田中 八郎 昭和４７年１２月１８日 昭和４９年 ５月１７日 

二代 宮崎 昌雄 昭和４９年 ５月１７日 昭和５０年 ８月１２日 

 清松 利通 昭和５０年 ８月１２日 昭和５３年 ５月３０日 

三代 清松 利通 昭和５３年 ５月３１日 昭和５７年 １月１８日 

 細川 孝冬 昭和５７年 １月１８日 昭和５７年 ４月 １日 

四代 水落 正人 昭和５７年 ４月 １日 昭和５８年 ４月３０日 

 水落 正人 昭和５８年 ５月 ２日 昭和５９年１０月 ８日 

 福永 邦男 昭和５９年１０月 ９日 昭和６０年 ４月１７日 

五代 田中  衛 昭和６０年 ４月１７日 昭和６３年１１月２２日 

六代 石橋 勇喜 昭和６３年１１月２２日 平成 ３年 ３月３１日 

七代 長野 一生 平成 ３年 ４月 １日 平成 ５年 ９月 ６日 

 石井 忠晴 平成 ５年 ９月 ７日 平成 ６年 ３月３１日 

八代 田島 辰生 平成 ６年 ４月 １日 平成 ９年 ３月３１日 

九代 古賀 昭夫 平成 ９年 ４月 １日 平成１２年 ３月３１日 

十代 岡 甚次郎 平成１２年 ４月 １日 平成１３年 ３月３１日 

十一代 蔵森  洋 平成１３年 ４月 １日 平成１７年 ３月３１日 

十二代 龍   巖 平成１７年 ４月 １日 平成１９年 ３月３１日 

十三代 柿添 新一 平成１９年 ４月 １日 平成２２年 ３月３１日 

十四代 今村 辰雄 平成２２年 ４月 １日 平成２４年 ３月３１日 

十五代 田中 晴彦 平成２４年 ４月 １日 平成２６年 ３月３１日 

十六代 大淵 慶人 平成２６年 ４月 １日 平成２７年 ３月３１日 

十七代 持木 芳己 平成２７年 ４月 １日 平成２９年 ３月３１日 

十八代 田中 嘉親 平成２９年 ４月 １日 平成３１年 ３月３１日 

   ※「代」欄中の空欄は、他の職務と兼務で消防長を任命されていた者 
 

 

久留米広域消防本部 
 

代 氏  名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 

初代 野田  久雄 平成２１年 ４月 １日 平成２２年 ３月３１日 

二代 岩橋 勝幸 平成２２年 ４月  １日 平成２４年 ３月３１日 

三代 福田 義宜 平成２４年 ４月 １日 平成２７年 ３月３１日 

四代 牟田 誠治 平成２７年 ４月 １日 平成２９年 ３月３１日 

五代 井上 秀敏 平成２９年 ４月 １日 平成３１年 ３月３１日 

六代 秋吉 弘章 平成３１年 ４月 １日 現在に至る 
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久留米市消防本部 沿革 

年月     概要                                 

Ｍ２２． ４ 久留米市制施行 

 ２４． ７ 久留米市消防組規約制定 6 組編成し、筒竜吐水台新調購入し各 1台配置する。 

  ２７． ２ 勅令第 15 号消防組規則公布 

２７．１０ 県告示第 8号により旧消防組を新組織に改組、組員 370 名 6部編成 

３２． ２ 消防組規則施行細則改正 

当市消防組員に対して初めての被服が支給される。 

当市消防組発足以来初めて自衛消防隊結成される。（鐘紡久留米支社） 

Ｔ ６．１１ 三潴郡鳥飼村合併により当市消防組は 9 部編成となる。 

７． ２ 久留米市消防議会結成される。（目的：消防事業の発達､警火思想の涵養､組員の功

労表彰､組員及びその遺族の弔慰等） 

 １２． ６ 県告示第 441 号を以って新たに消防本部を設置 

１２． ８ 三井郡櫛原村合併の結果､県告示第 677 号により消防組本部他 11 部制とし定員       

601名となる。 

 １３． ８ 女子消防組を組織し､組員 80名を以って 2部編成とする。 

 １３．１１ 三井郡国分村合併の結果､県告示第 790 号を以って消防組本部他 15 部制とし､定員

872名となる。 

Ｓ ４． １ 県告示第 52 号により消防組本部他 15部制とし定員 614名となる。 

  ４．１１ 久留米市上水道敷設 

６． ４ 県告示第 406号により定員 527 名となり副組頭制度が設けられる。 

９．１２ 県告示第 1321号により消防組本部他 10部､定員 478 名となる。 

１３． ４ 消防組本部を解散し、新に常備消防本部設置（自動車ポンプ 2台､人員 29名にて発

足） 

１４． ４ 消防組は警防団に改組される。（久留米市警防団結成） 

１８．１０ 三井郡御井村合併 

２０． ８ 久留米市空爆受ける。（焼失戸数 4,506戸、罹災者数 20,023名､死者 118名） 

２２． ４ 勅令第 18号により､消防団令公布 

２２．１０ 常備消防本部解消 

２２．１０ 官設久留米消防署設置（自動車ポンプ 6台､人員 62名にて発足） 

２２．１０ 久留米市消防団結成（12ヶ分団定員 620名） 

２２．１０ 梅満町派出所開所 

２２．１２ 御井町派出所開所 

２３． １ 梅満町派出所閉鎖 

２３． ３ 法律第 226号消防組織法施行 

２３． ３ 久留米市消防本部並びに久留米市消防署開設 

２３． ３ 政令第 59号消防団令公布 

２３． ５ 大石町派出所開所 
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年月     概要                                 

２３． ７ 消防法公布 

２４． ５ 消防団 1 ヶ分団増設し､13 ヶ分団となる。 

２６． ３ 消防団に対し、竿頭綬が授与される。 

２６． ４ 三井郡の山川･合川・上津荒木村 3ヶ所合併（消防分団 16 ヶ所、団員数 820名） 

２６． ６ 三井郡高良内村合併（消防分団 17ヶ分団、団員数 870 名となる） 

２６． ９ 消防本部庁舎完成、移転並びに消防長公舎建築竣工 

２７． １ 発信専用電話設置 

２８． ６ 久留米地域未曾有の大水害発生（筑後川堤防決壊） 

２９． ３ 当市消防本部並びに消防団に対し、総合消防力の強化拡充により国家消防本部より

表彰旗が授与される。 

２９． ５ 当市水害一周年記念日に水難救助用鉄舟競漕に優勝旗一流授与される。 

２９．１０ 市庁舎屋上に消防信号用 10 馬力モーターサイレン取付（既在望楼に更に望楼室を

増築竣工） 

３１． ４ 久留米市危険物安全協会設立（Ｓ35.9久留米市石油防災協会と改称） 

３１． ８ 消防専用無線局開局（電話）（中短波） 

３３． ７ 久留米市一般危険物防災協会設立 

３３． ９ 三井郡宮ノ陣村、山本両村と合併（消防分団 19ヶ分団、団員数 772 名となる） 

３４． ５ 大石町派出所閉鎖 

３４． ５ 御井町派出所閉鎖 

３４． ５ 東出張所開所（自動車ポンプ 2台配置、人員 20名配置） 

３４． ８ 久留米市塗料防災協会設立 

３５． ７ 三井郡草野町と合併（消防分団 20ヶ分団、団員数 810 名となる） 

３５． ８ 久留米市危険物安全協会設立（石油、一般危険物、塗料の 3防災協会による） 

３６． ４ 消防団員定数条例改正により消防団員 668 名となる。 

３７． ６ 消防レンジャー部隊発足（隊員 26名） 

３８．１０ 消防庁舎完成移転（市庁舎併設） 

３８．１０ 消防通信施設を強化し、一斉指令付共電式交換機を新設 

３９． ７ 天神町派出所閉鎖 

３９． ７ 南出張所開所（自動車ポンプ 2台配置、人員 19名配置） 

４０． ４ 南出張所に救急隊を新設 

４０．１２ スノーケル車購入、本署に配置 

４１． ３ 超短波無線局を併設し､消防通信の強化を図る。（基地局 1、移動局 7、携帯局 2） 

４２． ２ 三潴郡筑邦町と合併 

４２． ４ 三井郡善導寺町と合併（消防分団 25ヶ分団､団員数 769名となる） 

４２． ４ 消防職員数 132 名となる。 

４２． ４ 大善寺派出所（仮称）開所 

４２． ９ 久留米消防設備士会設立 

４３． ４ 大善寺派出所閉所､西出張所開設（ポンプ車 2台、人員 15 名配置） 
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年月     概要                                 

４４． ７ 「市民防火の日」設定、毎月 25 日を市民防火の日と定め、市民に対する防火思想

の普及徹底を図る。 

４５． ４ 監視用テレビを本署に設置（10馬力サイレンも商工会館屋上に移設） 

４６． ４ 救助隊発足 

４６． ６ 久留米広域市町村圏において広域消防発足のため、関係市町（小郡市、大刀洗町、

北野町、浮羽町、吉井町、田主丸町、三潴町、城島町、大木町）が政令指定を受け､

久留米市に事務委託する準備に入る。 

  ４６. １１ 上記 1市 8 町により久留米地区広域消防組合を設立し、第 1回組合会議において消 

防事務（消防施設､職員採用を除く）を久留米市に委託することを議決した。 

４６．１２ 12月久留米市定例議会で上記消防の委託事務を受託する旨議決､消防事務委託に関

する規約が成立し昭和 47年 1月 1 日から施行することになった。 

４７． ４ 消防職員数 196 名（うち 60名は広域組合からの派遣職員）となる。 

４７． ４ 久留米市灯油防災協会が設立され久留米市危険物安全協会に加盟する。 

４７． ８ 三井消防署開設（ポンプ車 2 台､救急車 1 台、指令車 1台、人員 17名） 

４７． ８ 浮羽  〃  （          〃            ） 

４７．１１ 三潴  〃  （          〃            ） 

４７．１２ 32ｍはしご車購入（久留米市消防署に配置） 

４８． １ 消防職員数 217 名（うち 81名は広域組合からの派遣職員）となる。 

４８． ４ 消防職員数 232 名（うち 94名は広域組合からの派遣職員）となる。 

４８． ５ 浮羽出張所開所（ポンプ車 1 台、救急車 1 台、人員 13名） 

４８．１１ 東出張所に救急隊を新設（19 名となる） 

４８．１２ 消防職員数 236 名（うち 98名は広域組合からの派遣職員）となる。 

４８．１２ 三井出張所開所（ポンプ車 1 台、救急車 1 台、人員 13名） 

４９． ４ 潜水救助器具を購入し、救助隊の強化を図る。 

４９． ５ 西国分校区婦人防火クラブ設立 

４９．１０ 善導寺校区婦人防火クラブ設立 

４９．１１ 40ｍはしご車購入（久留米市消防署に配置） 

４９．１２ 消防職員数 238 名（うち 98 名は広域組合からの派遣職員、久留米市消防職員 140

名）となる。 

５０． ３ 日吉校区婦人防火クラブ設立 

５０． ６ 南薫校区婦人防火クラブ設立 

５０．１１ 消防本部・消防署庁舎（通信指令室・訓練場兼会議室・車庫）増築竣工、旧通信施

設を消防・救急指令台・自動交換機に大幅更新、復信式救急無線設備を新設 

５０．１１ 青峰校区婦人防火クラブ設立 

５０．１１ 高良内校区婦人防火クラブ設立 

５２． ７ 南校区婦人防火クラブ設立 

５２． ７ 上津校区婦人防火クラブ設立 

５２． ９ 合川校区婦人防火クラブ設立 
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年月     概要                                 

５２．１０ 草野校区婦人防火クラブ設立 

５２．１０ 西出張所に救急分隊（1ヶ分隊）新設 

５２．１１ 御井校区婦人防火クラブ設立 

５２．１２ 金丸校区婦人防火クラブ設立 

５３． ３ 救助工作車購入（久留米市消防署に配置） 

５３． ３ 自治体消防発足 30 周年記念事業として中央公園内に｢消防の森｣建設 

５３． ３ 山川校区婦人防火クラブ設立 

５３． ４ 東国分校区婦人防火クラブ設立 

５３． ７ 安武校区婦人防火クラブ設立 

５３． ７ 京町校区婦人防火クラブ設立 

５４． ３ 化学車購入（東出張所に配置） 

５４． ３ 消防記念誌｢消防のあしあと｣発刊 

５４． ６ 消防音楽隊発足 

５４． ７ 宮ノ陣校区婦人防火クラブ設立 

５４． ８ 荘島校区婦人防火クラブ設立 

５４． ８ 山本校区婦人防火クラブ設立 

５４．１０ 職員定数 152名となる。久留米地区広域消防組合分離独立 

５４．１１ 鳥飼校区婦人防火クラブ設立 

５４．１１ ポンプ車購入（南出張所に配置） 

５４．１２ 大橋校区婦人防火クラブ設立 

５４．１２ 小森野校区婦人防火クラブ設立 

５５． １ 消防出初式にて消防音楽隊公式初演奏 

５５． ７ 篠山校区婦人防火クラブ設立 

５５． ９ 久留米市婦人防火クラブ連合会設立 

５６． ４ 善導寺派出所開設（ポンプ車 1台、救急車 1台、人員 11名配置） 

５７． ３ 大型タンク車購入（本署に配置） 

５７． ４ 消防団津福校区に 1ヶ分団増設（消防分団 26 ヶ分団、団員数 799名となる） 

５８． ４ 久留米市危険物安全協会を久留米市防災協会連合会に名称変更 

５８．１１ 久留米市幼年消防クラブ設立 

５８．１２ 荒木校区婦人防火クラブ設立 

５９． ４ ＬＰガス販売組合が灯油防災協会へ入会し、久留米市灯油ＬＰガス防災協会を設立 

５９． ４ 長門石校区婦人防火クラブ設立 

６１． １ 善導寺派出所を善導寺出張所に拡充 

６２． ３ 久留米地区広域消防組合への職員派遣を解く。 

６２． ６ 消防・救急通信施設（第 1期分）完成 

６３． ２ 東出張所用地取得（東合川 7 丁目）1,329.75㎡ 

６３． ４ 「市民防火の日」を毎月 9日に変更 

６３． ７ 久留米市少年婦人防火委員会設立 
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６３．１２ 大善寺校区婦人防火クラブ設立 

Ｈ １． ３ 新東出張所（庁舎及び訓練塔）完成 

１． ４ 福岡県消防学校へ職員派遣（1名）（H1.4.1～H2.3.31） 

１．１２ 津福校区婦人防火クラブ設立 

２． ３ 消防団第 14分団格納庫新築（移転） 

３． ３ 消防・救急通信施設（第 2期分）完成 

３． ４ 職員定数 164名となる。 

３．１１ ヘリコプター用資機材購入 

４． ７ 久留米市婦人防火クラブ連合会消防庁長官表彰受賞（安全功労者表彰） 

４．１０ はしご付消防ポンプ自動車（15ｍ級）購入（本署に配置） 

５． ３ 消防団第 22分団格納庫新築 

５． ４ 福岡県消防学校へ職員派遣（1名）（Ｈ5.4.1～Ｈ7.3.31） 

５． ４ 消防署に課及び方面隊を設置 

６． ４ 女性消防団員が誕生する。 

６．１０ 新消防本部・署庁舎（防災センター併設）完成 

７． ３ 消防団第 7 分団格納庫新築 

７． ９ 緊急消防援助隊登録 

８． ３ 日吉町（三本松公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置 

８． ４ 職員定数 172名となる。 

８． ４ 消防署に警防指導課を新設 

８．１２ 救急救命士の誕生 

９． ２ 高規格救急自動車購入（本署） 

９． ３ 南出張所用地取得（1,330㎡） 

１０． １ 小頭町（小頭町公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（2基目） 

１０． ２ 消防団第 10分団格納庫新築 

１０． ４ 女性消防吏員の誕生 

１０． ７ 新南出張所完成 

１０．１０ 第 16 回全国消防操法大会優勝（ポンプ車の部、消防団） 

１０．１１ 自治体消防 50 周年式典開催 

１１． ２ 高規格救急自動車購入（南出張所） 

１１． ４ 消防本部、消防署組織改正を行う。 

１１．１１ 東町（東町公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（3 基目） 

１２． ３ 消防本部、消防防災情報ホームページ開設 

１２． ３ 消防団第 2分団格納庫新築 

１２．１２ 消防団第 3分団格納庫新築 

１３． １ 救急普及啓発広報車受納 

１３． ２ 高規格救急自動車購入（東出張所） 

１３． ３ 通信施設更新（消防緊急通信指令システム） 
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１３． ４ 職員定数 180名となる。 

１３． ９ 消防音楽隊 20 周年記念演奏会開催 

１３．１１ 蛍川町（蛍川公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（4基目） 

１４.   ２  救助工作車Ⅲ型購入（東出張所） 

１４.   ２  消防団第 4分団格納庫新築 

１４.   ３  善導寺出張所のサイレン移設 

１４. １１  消防団第 20分団格納庫新築 

１４. １２  荘島町（荘島公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（5基目） 

１５.   ２  高規格救急自動車購入（西出張所） 

１６．  ２  消防団第 15分団格納庫新築 

１６.   ８ 久留米市、大川市及び福岡県南広域消防組合により、常備消防体制の広域化に関 

する事項等を協議することを目的とする久留米広域消防検討委員会を設置する。 

１６. １１  新西出張所完成 

１７.  １  久留米市の合併に向け、合併協定項目調整方針に従い、従前の福岡県南広域消防 

組合消防本部との応援協定を見直し、新たに応援協定を締結する。 

１７.  ２  浮羽郡田主丸町、三井郡北野町、三潴郡城島町、三潴郡三潴町と合併（旧 4町の区

域の常備消防体制については、引き続き福岡県南広域消防組合に加入となる。 

消防団体制については、5消防団、44分団、団員定数 1587名となる。） 

１７.  ３ 高規格救急自動車購入（善導寺出張所） 

１７.  ３  久留米市消防団第 1分団格納庫新築 

１７．  ４  職員定数 194名となる。 

１７．  ４  5消防団の久留米支部統一 

１７．  ４  福岡県南広域消防組合消防本部との職員人事交流（2 年間）を行う。 

１７．  ４  救急隊 6 隊体制による運用開始 

１７．１１  女性救急救命士の誕生 

１７. １１ 津福本町（津福公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（6基目） 

１８.  ２  災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入（東出張所） 

１８．  ２  久留米市消防団が日本消防協会「特別表彰まとい」を受章 

１８.  ３  久留米市消防団第 25分団格納庫新築 

１８． ４ 消防本部、消防署組織改正を行い、消防本部に情報指令課を新設する。 

１９.  ２  久留米市消防団第 19分団格納庫新築 

１９． ３ 善導寺出張所車庫完成 

１９．  ４  職員定数 202名となる。 

１９．  ４  福岡県南広域消防組合消防本部と事務委託方式による消防緊急通信指令業務の共同 

運用を開始する。 

１９．  ４  災害情報メール配信システム・メール 119 緊急通報システムの運用開始 

１９．  ４  特別救助隊発足 

１９．１２  消防用緊急自動車（警防号）受納 
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２０． １ 高規格救急車受納 

２０． ３ 久留米市消防団第 6分団格納庫(日吉小学校屋内運動場等複合施設)新築 

２０.  ３ 西町（西町公園内）に耐震性貯水槽（100ｔ級）設置（7 基目） 

２０.  ９ 査察車受納 

２０．１１ 自治体消防60周年記念防災イベント開催 

２１．  ３ 久留米市消防本部解散  

 

 

 

福岡県南広域消防組合消防本部 沿革 

年月     概要                                 

Ｓ４５． ７ 広域市町村圏振興整備措置要綱に基づく久留米広域市町村圏の設定がなされた。 

４５．１０ 久留米市・大川市・吉井町・田主丸町・浮羽町・北野町・小郡町・大刀洗町・城島

町・大木町・三潴町の 2市 9 町をもって久留米広域市町村圏事務組合を設立し、自

主的振興計画を樹立することになる。 

４６．１１ 久留米広域市町村圏基本計画に基づき、広域的防災体制の確立を図るため、常備消

防を持たない小郡町外 8町で、久留米地区広域消防組合の設立を申請、同日県知事

より設置許可 

第 1回消防組合議会を開催し、消防事務の一部を久留米市に委託するための「消防

事務の委託に関する規約」及び関係条例等を議決 

４７． １ 「消防事務の委託に関する規約」が施行され、小郡町外 8町管内における予防警防 

  事務が久留米市において執行開始される。 

４７.  ３  水槽付消防ポンプ自動車 3台、救急自動車 3台、指令車 3 台、消防用超短波無線電

話装置(基地局 1、移動局 9)を購入整備、昭和 47.4.1消防職員 60 名を採用する。 

４７． ６  浮羽・三井・三潴各消防署に配置する職員を発令し、久留米市消防局内に仮事務所

を置き、それぞれの管内における予防事務管内調査、開庁準備事務開始 

４７． ８  浮羽・三井消防署庁舎落成及び開庁式を挙行、それぞれ下記人員及び機械を配置 

して業務開始 

                職員数    署長以下 17名 

                機械台数 水槽付消防ポンプ自動車 1台、救急自動車 1台、指令車 1台 

  三潴消防署仮庁舎を三潴郡大木町旧役場庁舎跡に置き、署長以下 17 名を配置して

現地業務開始 

４７．１１ 三潴消防署庁舎落成及び開庁式を挙行、仮庁舎より移転する。 

                職員数  署長以下 17 名 

                機械台数 水槽付消防ポンプ自動車 1台、救急自動車 1台、指令車 1台 

４７．１２ 浮羽・三井出張所要員として消防職員 22 名を採用、職員数合計 82名となる。 
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４７．１２ 森田式中型消防ポンプ自動車 3台を購入して、三井消防署に 2台三潴消防署に 1台 

を配置する。 

４８． ３ 浮羽消防署長公舎落成 

 いちはら式中型消防ポンプ自動車 2台を購入して、浮羽消防署に配置する。 

４８． ４ 浮羽・三井各本署及び出張所要員として、消防職員 12名を採用職員数合計 94 名と

なる。 

４８． ５ 浮羽出張所庁舎落成及び開庁式挙行 

        職員数所長以下 13名、中型消防ポンプ自動車 1台を配置する。 

４８． ９  福岡県共済農業協同組合連合会及び浮羽ライオンズクラブ助成による救急自動車 

２台を購入、浮羽・三井出張所用としてそれぞれ配置する。 

４８．１２ 三潴消防署要員として消防職員 4名を採用、職員定数 98名となる。 

 三井出張所庁舎落成及び開庁式挙行 

        職員数 所長以下 13 名、中型消防ポンプ自動車 1 台及び救急自動車 1 台を配置す

る。 

４９． ４ 地元出身代議士楢橋進氏より消防用連絡車（自動二輪車）5 台の寄贈を受け、浮羽

・三井・三潴各署所にそれぞれ 1台ずつ配置する。 

５０．  ３ 三潴消防署長公舎落成 

５０．１１  組合議会全員協議会開催、消防事務の委託を解除して自主運営に切替えるとの組 

合側の基本方針を協議決定 

５１． １ 浮羽ライオンズクラブより救助器具積載自動車 1 台の寄贈を受け、浮羽消防署に配

置する。 

５２． ２ 組合議会定例会において、委託解除の時期は昭和 53 年 4 月を目標とし、執行部に

久留米市との話し合いをするよう要望する。 

５２． ５ 小郡ライオンズクラブより指令車 1 台の寄贈を受け、三井消防署に配置する。 

５２． ７ 消防専門委員会（関係市町助役で組織）を設立し、消防事務委託解除及び組合財政

問題について検討を始める。 

５２． ９ 組合議会全員協議会を開催、久留米市に対し事務委託解除に関する要望書を提出す

ることとし、その内容を協議決定する。 

５２．１０ 組合代表（正副組合長及び正副議会議長）が久留米市長と会談し、事務委託解除に

ついて基本的に了解を得、以後双方において事務的折衝が進められることになった。 

５２．１１ 第２回消防専門委員会開催、委託解除に伴う消防本部の設置、職員の身分、給与そ 

の他具体的問題について検討する。 

日本損害保険協会より小郡市に消防ポンプ自動車 1台の寄贈を受け、三井消防署に

配置する。 

５２．１２  組合議会全員協議会開催、組合長より委託解除に関する準備事務の経過報告ののち、

具体的諸問題は担当課長及び助役会で検討するよう付託する。 

５３． １ 第 3回専門委員会開催､委託解除後の消防体制等について執行部案を検討､同意する。 
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５３． ２ 組合議会全員協議会開催、委託解除の時期について昭和 53 年 4 月を目標としてい

たが無線免許の関係で延期することを了承確認 

５３． ８ 浮羽町浮羽外科病院より救急自動車（2B型）1台の寄贈を受け、浮羽出張所に配置 

５４． １ 日本自動車工業会より救急自動車（2B型）1台の寄贈を受け三井消防署に配置する。  

５４． ２ 組合議会定例会において、委託解除に伴う消防本部及び消防署設置条例、火災予防

条例その他関係条例 8 件を議決 

小型動力ポンプ積載自動車 1 台を購入して、浮羽消防署に配置する。 

５４． ３ 三井・浮羽消防署にそれぞれ簡易車庫増設 

 三井・浮羽・三潴各消防署の通信指令業務の合理化を図るため大興電機製作所によ

る一斉通報装置を整備する。 

５４． ７ 54 年第 2 回組合議会において､「消防事務の委託に関する規約を廃止する規約」を

議決（施行期日を 3ヶ月以内とする。） 

５４． ８ 組合構成市町議会の議決を経て、事務委託廃止に伴う組合規約の一部変更許可申請

を福岡県知事あて提出する。 

５４． ９ 54 地行第 280号をもって同上規約変更が許可される。 

 組合消防自主運営のため、三井・三潴消防署に新たに無線基地局を設置、従来の浮

羽基地局及び各署移動局を統合して組合独自の無線業務を開始する。 

５４．１０  久留米市への消防事務委託を廃止し、派遣中の消防職員 98 名を引取り、本部要員 3

名を増員して 1 本部 3 署 2出張所の体制（職員定数 101 名）で自主運営による消防

業務を開始する。 

５４．１１ 無線連絡車 4台を購入して、本部及び三井・浮羽・三潴各消防署に 1 台ずつ配置す

るとともに小型乗用車 1台を購入して、本部に配置する。 

５５． ２ 職員定数 2名を増員し、消防職員定数 103 名となる。 

５５． ３ 三井・浮羽・三潴各消防署及び構成市町の消防用サイレン（有線操作）を無線操作 

装置に切替える。 

５５． ７ 三井消防署に高圧空気充てん室を設置する。 

５５．１０ 福岡県共済農業協同組合連合会より消防用指令車 1台の寄贈を受け、浮羽消防署に

配置する。 

５５．１１ 浮羽ロータリークラブより消防広報車 1台の寄贈を受け、浮羽消防署に配置する。 

  吉井町奥村精神神経科病院より中型消防ポンプ自動車 1台の寄贈を受け、浮羽消防

署に配置する。 

５６． ３ 三潴消防署簡易車庫増設 

三潴消防署訓練場拡張用地購入整備（995㎡） 

浮羽出張所訓練場拡張用地を購入整備（2,339 ㎡）訓練塔設置 

（鉄骨造 3階建 17.5㎡） 

５６． ６ 小型乗用車 1台を購入して、消防本部に配置する。 

５６． ９ 組合発足 10周年記念式典を挙行 

５７． ３ 三井・浮羽・三潴消防署の通信指令業務の充実を図るため、一斉通報装置を増設 
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５７． ３ 三井・三潴各消防署に非常用自家発電装置を設置 

５７． ９ 小郡市嶋田病院より自動ホース洗浄機 1台の寄贈を受け、三井消防署に配置する。 

５８． ２ 職員定数 6名を増員し、消防職員定数 109 名となる。 

５８． ３ 福岡県農業協同組合連合会より、消防用広報車 1 台の寄贈を受け三潴消防署に配置

する。 

 三井消防署に簡易車庫増設 

 三潴消防署訓練場拡張用地購入整備（2,012 ㎡） 

三井出張所訓練場拡張用地購入整備（4,414㎡） 

５８． ４ 人員輸送車（29 人乗）を購入して、消防本部に配置する。 

５８． ７ 消防本部庁舎建設用地購入（1,673㎡） 

５９． ３ 消防長の階級を消防監から消防正監に改める。 

５９． ３ 連絡車 1 台を購入して三井消防署に配置する。 

 三井消防署三国出張所（仮称）用地購入（3,314.4㎡）する。 

 小型動力ポンプ積載自動車 1台を購入して、三井消防署に配置する。 

５９．１２ 三井消防署三井出張所庁舎を増改築（会議室等設置 135.27 ㎡増） 

６０． １ 組合名称を「久留米地区広域消防組合」から「福岡県南広域消防組合」に変更する

ための組合規約一部変更申請書を福岡県知事あて提出する。 

 59地行第 691 号をもって同上規約変更が許可される。 

 連絡車 1台を購入して、消防本部に配置する。 

６０． ６ 水難救助用ボートを 3 隻購入して、三井・浮羽・三潴各消防署にそれぞれ 1 隻を配

置する。 

６０． ９ 浮羽消防署浮羽出張所庁舎を増改築（会議室等を増築 66.86㎡増）する。 

６０．１１ 三潴消防署訓練場用地（2,536㎡）を購入する。 

６１． ２ 職員定数条例を改正（８名増員）し、職員定数 117名となる。 

６１． ３ 小型動力ポンプ積載自動車 1 台を購入して、浮羽消防署に配置する。 

６２． １ 貨物自動車（資材運搬車）を購入して、消防本部に配置する。 

 組合事務局及び消防本部の所在地を「久留米市荒木町白口 55 番地」から「久留米

市山川町 2828番地 1」に変更するための組合規約一部変更申請書を福岡県知事あて

提出する。 

 消防本部庁舎完工（鉄筋コンクリート造 2階建、敷地面積 1,673㎡ 

建築面積 564.4 ㎡、延床面積 934.2 ㎡） 

６２． ２ 61 地行第 308号をもって規約変更許可される。 

 消防本部庁舎竣工式を挙行する。 

 組合議会全員協議会にて組合章（シンボルマーク）を制定する。 

６２． ３ 久留米市との「消防職員の相互派遣協定」を解除する。 

６２． ５ 三潴地区防災協会より消防広報車 1 台の寄贈を受け、三潴消防署に配置する。 

６２．１０ 国庫補助による 15ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を購入し三井消防署に配置する。 

６２．１１ 三井消防署の救急無線基地局及び移動局を複信式とする。 
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６２．１２ 三井消防署本署庁舎を増改築（事務所、車庫等 285.9㎡増）する。 

日本損害保険協会より、救急自動車 1台の寄贈を受け、三井消防署に配置する。 

６３． １ 久留米市東部地域の住居表示変更に伴い、組合事務局及び消防本部の所在地「久留

米市山川町 2828 番地 1」を「久留米市山川沓形町 3 番 15 号」に変更するための組

合規約の一部変更申請書を福岡県知事あて提出する。 

６３． ２ 62 地行第 418号をもって規約変更許可される。 

６３． ３ 三井消防署に救助工作車を配置する。 

 浮羽消防署訓練場用地（819.9 ㎡）を購入する。 

６３．１０ 浮羽消防署本署庁舎を増改築（事務所、車庫等 295.6㎡増）する。 

６３．１０ 三井消防署三国出張所開庁式を挙行（敷地面積 3,314.4 ㎡、鉄骨造２階建延べ面 

積 378.5 ㎡）する。 

６３．１１ 三井消防署三国出張所完成 

職員数 所長以下 7名、消防ポンプ自動車 1台及び救急自動車 1台を配置する。 

 浮羽消防署の救急無線基地局及び移動局を複信式とする。 

Ｈ １． １ 浮羽消防署に電動ホースカー付消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ）を配置する。 

１． ２ 職員定数条例を改正（６名増員）し、職員定数 123 名となる。 

１． ３ 浮羽消防署に救助工作車を配置する。 

 三井消防署三国出張所に水槽付ポンプ自動車（水－ⅠA）を配置する。 

１．１２ 日本防火協会より、防火広報車の寄贈を受け、浮羽消防署に配置する。 

  三潴消防署庁舎増改築（事務所、車庫等 327.58 ㎡）する。 

２． ３ 三潴消防署に救助工作車を配置する。 

 消防本部、財務会計・人事管理・給与計算の電算処理を開始する。 

３． ２ 職員定数条例を改正し、職員定数 123 名から 133名とする。 

３． ３ 三井消防署消防緊急情報システムを更新する。 

  ３．１０ 国庫補助による 15ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を購入し浮羽消防署に配置する。 

４． ２ 平成 3年 9月 27 日福岡県下を襲った台風 19 号の災害活動に対し、福岡県知事防災

功労者表彰を受賞する。 

４． ３ 浮羽・三潴消防署の消防緊急通信指令施設を更新する。 

４． ８ 平成 3年 9 月 27 日福岡県下を襲った台風 19 号の災害活動に対し、消防庁長官防 

災功労者表彰を受賞する。 

   ４．１１ 応急処置拡大に伴い「9項目資機材」を積載した 2B型救急車を購入して三井消防 

署に配置する。 

４．１２ 全消防署、全出張所の非常用自家発電設備を更新、新設する。 

 消防無線の充実のため全基地局、全移動局に第 2市町村波を増波する。 

   ５． ２ 県費補助による林野火災空中消火用バケットを購入して、浮羽消防署に配置する。 

  ５． ４ 4週 8休制を導入する。 

５．１０ 救急救命東京研修所に職員 1名を入所させる。 

５．１１ 日本防火協会より、優良市町村幼年婦人防火委員会表彰を受賞する。 
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６． ２ 職員定数条例を改正（15 名増員）し、職員定数 148 名となる。 

６． ３ 三井消防署三井出張所訓練場用地（3,572 ㎡）を購入する。 

６． ４ 救急救命士誕生する。 

６． ９ 県知事より、救急医療功労者表彰を受賞する。 

9 項目資機材を積載した 2B型救急車を購入して、三潴消防署に配置する。 

６．１１ 9 項目資機材を積載した 2B 型救急車を購入して、浮羽消防署に配置する。 

７． ３ 株式会社田中チェーンより救急車 1 台寄贈を受け、9 項目の資機材を積載し、三井

消防署に配置する。 

７． ３ 浮羽消防署の消防団緊急伝達システム（アンサーバック方式）を更新する。 

７． ７ 阪神・淡路大震災の消防応援に対し、消防庁長官から感謝状を受賞する。 

７． ９ 緊急消防援助隊に救急隊として登録される。 

７． ９ 三潴消防署の消防団緊急伝達システム（アンサーバック方式）を更新する。 

８． １ 三井消防署にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

８． ２ ＪＡ福岡共済連より救急車 1台の寄贈を受け、浮羽消防署に配置する。 

８． ８ 消防組織法に基づく消防職員委員会制度が発足する。 

８． ９ 三井消防署の消防団緊急伝達システム（アンサーバック方式）を更新する。 

８．１０ 浮羽消防署にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

９． １ 9 項目資機材を積載した 2B 型救急車を購入して、三井消防署三国出張所に配置 

する消防無線の充実を図るため全国共通 2 波･3波を増波する。 

９． ２ 職員定数条例を改正（4名増員）し、職員定数 162 名となる。 

９． ５ 三潴地区防災協会より、防火広報車 1 台の寄贈を受け、三潴消防署に配置する。 

９．１１ 浮羽町大栄製作所より、防火広報車 1 台の寄贈を受け、浮羽消防署に配置する。 

１０． ２ 三潴消防署にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

１０． ４ 全救急車に携帯電話を配置する。 

１０． ９ 災害時の救護活動等に使用するエアーテントを浮羽消防署に配置する。 

１１． ３ 消防庁長官より、消防功労者表彰竿頭綬を受賞する。 

 救急隊員研修の充実を図るため、高度救急処置シミュレーターを消防本部に配置する。 

１１． ７ 災害時の救護活動等に使用するエアーテントを三井消防署及び三潴消防署に配置す 

る。 

１１．１０ 組織機構改革に伴い、消防署に課制を導入する。 

１２． ２ 三井消防署にクレーン等をフル装備した救助工作車（Ⅱ型）を配置する。 

１３． ３ 県道拡幅工事に伴い、三井消防署三井出張所庁舎を同敷地内に移転・新築し、落成

式を挙行する。（13.2.28 竣工） 

        「鉄筋コンクリート造一部鉄骨 2階建・（訓練塔部分 3 階建）、 

延べ面積 1,014.92 ㎡」 

１３． ４ 高度情報通信社会に対応するため、消防本部及び三井・浮羽・三潴各消防署にイン

ターネットを整備する。 
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１４． ６ 高度情報及び IT 化推進計画に基づき、消防本部及び各署所にパソコンを増設し、

庁内 LAN を整備する。 

１４． ８ 制服・作業服等を国の基準に基づき一新し、エンブレムを作製する。 

１５． ４  三井消防署三井出張所にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

１６． ２ 職員定数条例を改正（16名増員）し、職員定数 178名となる。 

１６．１２ 浮羽消防署浮羽出張所にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

１７． ２ 浮羽郡田主丸町、三井郡北野町、三潴郡城島町及び三潴町が久留米市に編入合併 

し、この 4町区域に限り久留米市が新たに組合に加入する。 

１７． ３ 浮羽郡吉井町と浮羽町が合併して「うきは市」となり、新たに組合に加入する。 

１８． ２ 国庫補助による災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車（30ｍ級）を購入し、三井

消防署に配置する。 

１８．１２  三井消防署三国出張所にて救急救命士による高規格救急車の運用を開始する。 

１９． ４  「福岡県南広域消防組合と久留米市との間における消防緊急通信指令業務に関す

る事務の委託に関する規約」により、久留米市消防本部にて消防緊急通信指令業務

の共同運用を開始する。 

「消防緊急通信指令業務委託に係る職員の派遣に関する協定書」により、  

久留米市消防本部情報指令課へ職員 8名を派遣する。 

１９． ５ 三潴地区防災協会より、防火広報車 1台の寄贈を受け、三潴消防署に配置する。 

１９． ８ 各消防署の気象観測装置を更新する。 

１９．１１ 三井・小郡地区防災協会より、防火広報車 1台の寄贈を受け、三井消防署に配置 

する。 

２０． ２ 浮羽消防署本署庁舎を増築（車庫 88.82㎡増）する。 

２０． ３ 小郡市より広報車 1台の無償譲渡を受け、三井消防署に配置する。 

小型動力ポンプ付大型水槽車（9ｔ水槽）を購入し、浮羽消防署に配置する。 

２０． ４ うきは市浮羽町樋口自動車より、軽貨物自動車 1 台の寄贈を受け、浮羽消防署に配

置する。 

２０． ７ 携帯・ＩＰ電話の発信地表示通知システム（簡易型）を久留米市消防本部と共同導

入し運用を開始する。 

２０． ７ 化学防護服 4 体及び除染シャワー一式（増強・更新）を購入し、三井消防署

に配置する。 

２０． ９ 簡易画像探査機 2 機を購入し、浮羽、三潴消防署の救助工作車に配置する。 

２０．１０ 組合構成市町議会の議決を経て、福岡県南広域消防組合の解散届出を福岡県知事あ

て提出し、同日付けで受理される。 

 福岡県南広域消防組合と久留米市消防本部との統合に伴う、久留米広域市町村圏事 

務組合の規約の一部を変更する申請を福岡県知事あて提出する。 

久留米広域市町村圏事務組合の規約変更が許可される。 

２０．１０ 三井・浮羽・三潴消防署及び浮羽出張所の耐震補強工事が完了する。 

２１． ３ 福岡県南広域消防組合解散 
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 Ｓ ６． ７ 三潴郡大川町初の消防自動車配置 

１４． ４ 警防団令（勅令第 20 号）制定により警防団結成 

２２． ４ 消防団令（勅令第 185 号）制定により消防団結成 

三潴郡大川町消防団水槽付消防自動車配置 

２６． ４ 三潴郡大川町消防団本部開設 

２６．１０ 三潴郡大川町消防団音楽隊結成、団歌誕生 

  ２８． ４ 三潴郡大川町消防団各部消防自動車配置 

２８． ６ 大雨により筑後川堤防決壊大水害 

  ２９． ４ 一町五村合併大川市誕生 （大川町、三又村、木室村、田口村、川口村、大野島村）

市制施行により大川市消防団結成 

２９． ６ 大川市消防団条例施行 （団員 1,202名） 

  ３４． ４ 消防団第一次機構改革 （44 部、995 名） 

３６． ２ 日本消防協会長表彰受賞 （竿頭綬）（消防団） 

３６． ４ 消防団第二次機構改革 （22部、354名） 

３７． １ 大川市消防葬挙行 （故 志岐伝太郎 氏） 

  ３７． ６ 志岐弘 氏よりジープを受納 

３７． ７ 大川市火災予防条例施行 

  ３８． ２ 日本消防協会長表彰受賞 （表彰旗）（消防団） 

  ３８． ７ 消防本部開設 （職員定数条例改正 6 名） 

３８．１０ 消防庁舎開庁 （所在地：大川市大字榎津） 

３９． ２ 消防本部、署義務設置政令指定 

３９． ３ 日本損害保険協会より消防自動車を受納（第 1 分団第 5 部配置） 

３９．１０ 大川市消防本部署設置条例施行 

３９．１２ 消防ポンプ自動車を消防署に配置 

職員定数条例改正 （25 名） 

４０． ３ 消防庁舎新築移転 （所在地：大川市大字津） 

        救急業務開始 （任意実施） 

消防署開設 

  ４０．１０ 水槽付消防ポンプ自動車を署に配置 

 ４１． ３ 消防団第三次機構改革 （22 部 、345 名） 

職員定数条例改正 （27 名） 

  ４２． ３ 消防庁長官表彰受賞 （竿頭綬）［消防本部、消防団］ 

大川ライオンズクラブより救急車を受納（消防署配置） 

筑後地区消防設備士会大川部会発足 

４３． ４ 政令指定救急業務実施義務 

４３． ６ 職員定数条例改正 （29 名） 
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４４． ３ 消防庁長官表彰受賞 （表彰旗）［消防本部、消防団］ 

  ４５． ３ 大木町との救急業務協定締結 

４５． ９ 職員定数条例改正 （31 名） 

  ４６． ４ 職員定数条例改正 （33 名） 

４６．１２ 火災多発に伴う非常事態宣言 （大川市議会） 

４７． ３ 化学消防ポンプ自動車を消防署に配置 

  ４７． ４ 職員定数条例改正 （37 名） 

大川市危険物安全協会発足 

  ４７． ７ 消防本部機構改革 （2 課  4 係） 

  ４７．１０ 消防専用超短波無線機設置 

４７．１１ 大木町との救急業務協定廃止 

４８． ４ 消防庁舎新築移転 （所在地：大川市大字郷原） 

職員定数条例改正 （40 名） 

  ４８．１２ 消防指令装置設置 

  ４９． ４ 職員定数条例改正 （42 名） 

大川市消防設備士会発足 

  ４９． ７ 消防指令車を消防団本部に配置 

５０． ３ 日本損害保険協会より消防ポンプ自動車を受納（消防署配置） 

職員定数条例改正 （44 名） 

５０． ５ 大川市危険物安全協会規約改正により大川市防災協会と名称変更 

  ５０．１１ 消防専用超短波無線傍受機を消防団全分団各部に設置 

消防専用中短波無線機廃止  

  ５１． ６ 貞包武人 氏より救急車を受納（消防署配置） 

５２．１０ 大川ライオンズクラブより携帯用無線機（2 機）を受納  

５３． ７ 大川市防災協会より救助安全ネット（一式）を受納 

５４． ７ 大川市防災協会より査察広報車を受納（消防署配置） 

５４．１０ 大川市制施行 25 周年記念式典 

５５． ２ 内閣総理大臣表彰 （紺綬褒状）[大川市防災協会] 

５５． ３ 救急医療体制システム端末装置設置 

５５． ９ 消防団第四次機構改革 （21 部、339 名） 

５６． ２ 日本損害保険協会より救急車を受納（消防署配置） 

５８． ８ 日本消防協会より消防指令車を受納（消防団本部配置） 

大川中央ライオンズクラブより査察車を受納（消防署配置） 

５８．１２ 福岡県共済農業協同組合連合会より消防指揮車を受納（消防署配置） 

  ５９． ４ 大川市制施行 30 周年記念式典 

６０． １ 工業再配置促進補助事業で消防ポンプ自動車を受納（消防署配置） 

６０． ９ 日本損害保険協会より消防ポンプ自動車を受納（第 4 分団第 1 部） 

  ６１．１０ 大川市消防団葬挙行 （故 橋本利興 氏） 
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６２． ３ 隣接常備消防相互応援協定締結 

６２． ４ 大川市少年消防クラブ結成 （1 クラブ） 

６３．１０ 資器材搬送車を消防団本部に配置 

６３．１１ 消防本部機構改革 （2 課 6 係） 

大川市幼年消防クラブ結成 （19 クラブ） 

Ｈ １． ２ 大川市婦人防火クラブ結成 

日本自動車工業会より救急車を受納（消防署配置）  

１． ３ 防災センター落成 

消防緊急情報システム装置 （指令台設置） 

消防緊急伝達システム装置 （無線サイレン設置） 

福岡県消防相互応援協定締結 （県内各市町村、組合消防本部） 

２． ３ 地図検索システム装置設置 

２． ７ 消防庁長官表彰受賞 （安全功労）［大川市防災協会］ 

３． ７ 内閣総理大臣表彰受賞 （安全功労）［大川市防災協会］ 

３． ８ 日本消防協会より小型動力ポンプ付積載車を受納（第 2 分団第 2 部） 

３．１０ 大川市防災協会より指揮車を受納（消防署配置） 

４． ２ 福岡県知事表彰受賞 （台風 17 ，19 号活動）［消防本部、消防団］ 

        日本消防協会表彰受賞 （竿頭綬）［消防団］ 

４． ３ 救助工作車を消防署に配置 

４． ８ 消防庁長官表彰受賞 （防災功労）［消防団］ 

４． ９ 内閣総理大臣表彰受賞 （防災功労）［消防団］ 

職員定数条例 （48 名） 

   ５． ２ 福岡県共済農業協同組合連合会より救急車を受納（消防署配置） 

   ５． ５ 大川ライオンズクラブより査察車を受納（消防署配置） 

６． ３ 消防専用電話装置設置 （救急波） 

   ７． ４ 消防本部機構改革 （2 課 7 係） 

７． ６ 緊急消防援助隊「消防隊 1 隊」登録  

７． ８ 日本損害保険協会より水槽付消防自動車を受納（消防署配置） 

   ８．１２ 大川ライオンズクラブ、ライオネスクラブより消防団指令車を受納 

（消防団本部配置） 

１０． ３ 佐賀空港周辺航空機災害消防相互応援協定締結  

１０． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 2 体を受納 

１０．１２ 第 3 分団第 2 部ポンプ庫新築移転 

１１． １ 救急救命士 誕生 

１１．１２ 第 5 分団第 3 部ポンプ庫新築移転 

１２． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 2 体を受納 

１３． ７ 第 1 分団第 4 部ポンプ庫新築移転 

１３． ８ 高規格救急自動車を消防署に配置 
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１３． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 1 体を受納 

１４． ２ 久留米大学病院ドクターヘリ運行開始  

１５． ７ 地図検索システム装置更新 

１５． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 1 体を受納 

  １５．１０ 大川中央ライオンズクラブ、大川中央ライオネスクラブより広報査察車を受納 

（消防署配置） 

第 2 分団第 2部ポンプ庫新築移転 

１５．１１ 第 1 分団第 1 部ポンプ庫新築 

  １６． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 1 体を受納 

１６．１１ 大川市防災協会より指揮車を受納（消防署配置） 

  １７． ３ 消防緊急情報システム装置更新（簡易型指令台導入） 

１７． ９ 大川三潴医師会より自動体外式除細動器（AED）トレーナー 2 台を受納 

  １８． ７ ㈱シギヤマ家具工業より空気呼吸器用ボンベ 14 本を受納 

１８． ９ 大川三潴医師会より人工呼吸用キューマスク 300 個を受納 

  １９． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 1 体を受納 

  ２０． ３ 有明海沿岸道路消防相互応援協定締結  

  ２０． ５ ㈱シギヤマ家具工業より空気呼吸器 4 式・空気呼吸器用ボンベ 2 本を受納 

  ２０． ９ 大川三潴医師会よりプロジェクターを受納 

２１． ３ 大川中央ライオンズクラブより災害支援車を受納 

２１． ６ ㈱シギヤマ家具工業より空気呼吸器 4 式・空気呼吸器用ボンベ 2 本を受納 

２１． ９ 大川三潴医師会よりノート型パソコン、キューマスクを受納 

高木病院より消防防災エアーテントを受納 

２２． ６ ㈱シギヤマ家具工業より水難救助資器材及び AED 一式を受領 

２２． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生用訓練人形 6 体を受納 

  ２３． ３ 東日本大震災に伴う緊急消防援助隊派遣 

東日本大震災に伴う災害医療チーム派遣（消防本部から救急救命士 1 名派遣） 

２３． ９ 大川三潴医師会より AEDトレーナー、キューマスクを受納 

２３．１２ 第 5 分団第 2 部ポンプ庫新築移転 

２４． ３ 筑後地域消防通信指令事務協議会設置に関する協議書締結（ 8 消防本部） 

２４． ８ ㈱シギヤマ家具工業より水難救助資器材（救命ボート一式、潜水用器材一式) 

を受納 

２４． ９ 大川三潴医師会より心肺蘇生訓練人形（成人）、バックマスク一式を受納 

２４．１２ 第 3 分団第 1 部ポンプ庫新築移転 

２５． ６ ㈱シギヤマ家具工業より署活動用携帯無線機 13 台を受納 

  ２５． ９ 大川三潴医師会より AED トレーナー、ポータブルスクリーンを受納 

２５．１２ 第 6 分団第 1 部・3 部ポンプ庫新築移転 

  ２６． ６ ㈱シギヤマ家具工業より水難救助資器材（ドライスーツ 2 着、船外機 1 機)、 

救急資器材（酸素バッグ 2 個、酸素ボンベ 1 本、減圧弁 1 個）を受納 
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２６． ９ 大川三潴医師会より AEDトレーナー2台を受納  

２６．１２ 日本損害保険協会より救急 1 号車を受納 

２７． ６ ㈱シギヤマ家具工業より水難救助資器材（潜水用器材一式)、消防資器材（防爆 

ライト 5 個、赤外線温度計 1 個)を受納 

２７． ９ 大川三潴医師会より AEDトレーナー2台を受納 

  ２７．１２ 公益財団法人 日本消防協会より団指令車を受納 

２８． ４ 筑後地域消防指令センター運用開始 

平成 28 年熊本地震に伴う緊急消防援助隊派遣  

  ２８． ６ ㈱シギヤマ家具工業より水難救助資器材 2組（潜水用器材一式)を受納 

  ２８． ９ 大川三潴医師会より実物投影機・キューマスク（130個）を受納 

  ２９． ４ 第 1 分団第 3 部ポンプ庫新築移転 

  ２９． ５ 嘉麻市産業廃棄物火災に伴う福岡県消防相互応援協定に基づく応援隊派遣 

  ２９． ６ ㈱シギヤマ家具工業より消防活動用軽トラック１台を受納 

  ２９． ７ 平成 29年 7月九州北部豪雨に伴う福岡県消防相互応援協定に基づく応援隊派遣 

  ２９． ９ 大川三潴医師会よりワイヤレスアンプ、ワイヤレスマイク、有線マイク（ケーブル 

付）を受納 

３０． ６ ㈱シギヤマ家具工業より空気呼吸器用ボンベ 8本を受納 

３０． ９ 大川三潴医師会より AEDトレーナー、心肺蘇生訓練人形（小児）を受納 

  ３１． ３ 大川市消防本部解散 

 

 

 

久留米広域消防本部 沿革 

年月     概要                                 

２１．  ４ 久留米広域消防本部発足 

      1本部 4署 7出張所、職員定数 372 名  

      旧久留米市消防本部と旧福岡県南広域消防組合消防本部が統合し、久留米市、小郡

市、うきは市、大刀洗町、大木町の 3市 2 町を管轄する消防本部となる。 

２１．  ８ 財）日本宝くじ協会より、消火・通報訓練指導車「けすゾウくん」の寄贈を受け、 

予防課に配置する。 

２１．１０  広報誌「久留米広域消防だより」を創刊する。 

２２． ６ 位置情報通知システム（統合型）の運用実験に伴い、総務省より無償貸与される。 

救急車に映像伝送システムの導入を開始する。 

２２．１０ 久留米市防災協会連合会より、事務連絡用車両（久防号）等の寄贈を受ける。 

２３． ３ 東日本大震災被災地に、緊急消防援助隊として３隊１１名を派遣する。 

２３．１０ 高度救助隊が発足する。（久留米消防署 東出張所） 

２３．１１ 消防音楽隊 30 周年記念演奏会開催 
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２４． ３ 久留米消防署本署及び南出張所を一部改築する。（女性専用浴室、仮眠室等） 

２４． ４ 筑後地域 8 消防本部による指令センター共同運用開始に向けて、「筑後地域消防通

信指令事務協議会」が発足する。 

               防災センターに防災映像システムを新設する。 

２４．  ８  消防本部に全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を整備する。 

２５． １ 第 59 回文化財防火デーにおける消防訓練が消防庁長官・文化庁長官視察のもと、

大本山善導寺で実施される。 

２５． ３ 総務省消防庁より、緊急消防援助隊都道府県隊の後方支援活動体制の充実強化を 

目的として、支援車（Ⅰ型）が無償貸与される。 

２５． ３ ㈱アサヒコーポレーション、㈱ブリヂストン久留米工場、㈱ムーンスターの 3社 

より、消防本部防災インストラクター「スーパーラビット」の着ぐるみ受納 

   ２５． ４ 南出張所に救急隊を増隊する。 

２５． ５ 聖マリア病院設置の「高所カメラ」と消防本部庁舎を専用線で接続することにより

災害現場のリアルタイムな映像が確認可能となる。  

久留米消防署本署救急隊の派遣型救急ワークステーションの運用開始（久留米大学

病院・聖マリア病院） 

  ２５．  ６  水難救助用ボート２艇（浮羽消防署・三潴消防署）を整備する。 

２５．１０ 東出張所の移転先用地拡張のため、用地（652 ㎡）を購入する。 

２５．１０  久留米市防災協会連合会より、消防本部防災インストラクタースーパーラビット 

「ミミィ」の着ぐるみの寄贈を受ける。併せて、既存のスーパーラビットを「ハ

リィ」と命名する。 

  ２６． ９ 消防体制整備計画・長期財政計画の策定 

  ２６．１１ 緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練が久留米市にて開催される。 

              筑後地域消防指令センター・東出張所合同庁舎竣工 

２６．１２ 久留米市建築協同組合等より、救急防災号受納 

  ２７． １ 久留米市ドクターカーの試験運行開始 

２７．  ４  職員定数 381名となる。 

２７．  ５  善導寺出張所の移転（善導寺町島）のため、用地（2510.76 ㎡）を購入する。 

久留米市が高規格救急車を受納し、久留米消防署にて運用を開始する。 

２７．  ７  ダイハツ工業株式会社より、査察検査車（軽乗用車）受納 

２７．１０  重大な消防法令違反対象物の是正に取り組む特別査察隊が発足する。   

南出張所救急隊の派遣型救急ワークステーションの運用開始（聖マリア病院） 

２７．１１  筑後地域消防指令センターの仮運用開始・東出張所移転 

消防救急デジタル無線の運用開始 

Web119の運用開始 

２７．１２  三潴消防署に資機材搬送車を新規配備する。 
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 年月     概要                                 

２８． ４ 筑後地域消防指令センターの本格運用開始 

      久留米市ドクターカー本格運行開始 

        三井消防署本署救急隊専従化 

  ２８． ４ 福岡県総務部防災危機管理局へ職員派遣（1名） 

        熊本地震被災地に、緊急消防援助隊として延べ 28隊 97名を派遣する。 

  ２８． ９ 久留米市防災協会連合会より防火広報用着ぐるみ「アイリィ」受納 

 社会医療法人天神会より、事務連絡車受納 

２９.  １  善導寺出張所新庁舎竣工 

２９． ２ 九州地区消防音楽隊フェスティバル inくるめを開催する。 

２９． ４ 各消防署で実施していた検査事務等を消防本部予防課に一元化（事務移管）する。  

 防災センターをリニューアルし、体験施設の一部として地震体験車を導入する。 

 特別救助隊が発足する。（三井消防署本署） 

  ２９． ５ 嘉麻市産業物火災被災地に、福岡県消防相互応援協定に基づき、延べ 26隊 51 名を

派遣する。 

２９． ７ 平成 29年 7月九州北部豪雨被災地に、福岡県消防相互応援協定に基づき、延べ 

156隊 500名を派遣する。 

三潴地区防災協会より、事務連絡車受納 

  ２９.  ８ 消防広域化推進協議会の設置 

  ２９． ９ みい農業協同組合より、事務連絡車受納 

  ２９．１１ 善導寺出張所新庁舎へ移転 

        三潴消防署新庁舎竣工 

        三井・小郡地区防災協会より、広報用ミニ救急車受納 

  ３０． ３ 久留米消防署に支援車Ⅲ型を新規配備 

  ３０． ７ 平成 30年 7月豪雨被災地に、緊急消防援助隊として延べ 7隊 35 名を派遣する。 

        田中藍株式会社より、エアーテント受納 

  ３１． ４ 大川市消防本部と統合 

      1本部 5署 7出張所、職員定数 429 名  

        大川市消防本部との統合により、久留米市、大川市、小郡市、うきは市、大刀洗町、

大木町の 4市 2 町を管轄する消防本部となる。 

        浮羽消防署本署及び三潴消防署救急隊専従化 

 Ｒ １． ８ 株式会社樋口自動車より、事務連絡車を受納 

   ２． ３ 消防本部にドローンを新規配備 

三井消防署に支援車Ⅲ型を新規配備 

三潴消防署にポンプ機能付救助工作車を配備（更新） 

        大川消防署に資機材搬送車を配備 
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令和２年度 消防本部 施策概要 

 

１ 人員の配置・育成 

（1）職員の充足率向上に向けた取り組み 重点項目 

（2）再任用職員の有効活用 

（3）将来を見据えた人材育成 重点項目 

（4）働きやすい職場環境の確保 

 

２ 消防施設等の整備 

（1）消防署所施設の整備 

（2）消防車両の更新・整備 

（3）消防資機材の更新・整備 

（4）消防通信指令システム等の一部改修 重点項目 

（5）通報環境の再構築 

 

３ 消防サービスの質の向上 

（1）火災対応力の強化 

（2）警防・救助業務の質の向上 

（3）救急業務の高度化 

（4）病院前救急医療体制の充実 

（5）高度救助体制の充実 

（6）指令管制能力の向上 

（7）大規模災害対応計画等の検証 重点項目 

 

４ 広域連携体制の強化 

 (1) 消防相互応援体制の充実 

（2） 緊急消防援助隊支援体制の強化 

（3） 消防通信指令業務の充実 

 

５ 関係機関との連携による災害対応力の強化 

(1)  自助・共助体制構築の支援 
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(2)  構成市町及び消防団との連携 

(3)  適切な消防広報の実施 

(4)  １１９番通報要領等の普及啓発 

 

６  防火施策の充実 

(1) 防火思想の普及啓発の推進 

(2) 建築予定の大規模対象物等の防火安全性確保 重点項目 

(3) 重大な消防法令違反対象物の是正推進 重点項目 

(4) 建築物の火災予防策の強化 

(5) 防火対象物利用者等の安全確保策の充実 

(6) 危険物施設の自主保安体制の確立促進  
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消防本部・消防署の事務分掌 

 

消 防 本 部 

総務課 
  (1)  総合企画及び調整に関すること。 

  (2)  予算及び事業に関する事務の総括に関すること。 

  (3)  公印の保管に関すること。 

  (4)  文書事務の総括に関すること。 

  (5)  本部に属する条例、規則及び規程等の制定改廃に関すること。 

  (6)  構成自治体との連絡調整に関すること。 

  (7)  本部に属する財産の管理に関すること。 

  (8)  庁舎等の整備に関すること。 

  (9)  本部に属する情報の公開に関すること。 

  (10) 本部に属する個人情報保護に関すること。 

  (11) 公益通報者保護に関すること（外部の労働者からの通報に限る。）。 

  (12) 消防広報広聴の総括に関すること。 

  (13) 消防年報に関すること。 

  (14) 消防音楽隊に関すること。 

(15) その他各課に属さない事務に関すること。 

 人事研修課 
  (1)  組織に関すること。 

  (2)  職員の定数及び配置に関すること。 

  (3)  職員の任免、分限、懲戒その他身分に関すること。 

  (4)  職員の服務規律に関すること。 

  (5)  職員の給与、勤務時間その他勤務条件に関すること。 

  (6)  報酬、費用弁償及び旅費の基準に関すること。 

  (7)  職員の能力開発及び研修計画に関すること。 

  (8)  表彰に関すること。 

  (9)  福岡県市町村職員共済組合に関すること。 

  (10) 職員の福利厚生に関すること。 

  (11) 職員の安全衛生管理に関すること。 

  (12) 職員の公務災害補償に関すること。 

  (13) 消防職員委員会に関すること。 

  (14) 公益通報者保護に関すること（内部の職員等からの通報に限る。）。 

  (15) その他人事研修事務に関すること。 

 予防課 
  (1)  火災予防の対策に関すること。 

  (2)  予防査察及び違反処理の事務に関すること。 

  (3)  建築確認等の同意事務に関すること。 

  (4)  危険物施設の許可及び認可等の事務に関すること。 

  （5） 消防用設備等の検査及び指導に関すること。 

  (6)  火災調査事務に関すること。 

  (7)  危険物災害調査事務に関すること。 

  (8)  火災予防に係る広報及び広聴に関すること。 

  (9)  火災予防に係る調査及び統計に関すること。 

  (10) 防火管理者及び防災管理者の資格認定に関すること。 

  (11) 自主防災組織の育成に係る事務に関すること。 

  (12) 外郭団体の育成に関すること。 

  (13) 防災センターに関すること。 

  (14) その他火災予防に係る事務及び予防行政の総括調整に関すること。 

 救急防災課 
  (1)  水火災その他の災害の総合的な警防計画に関すること。 

  (2)  救急、救助対策の総合企画に関すること。 

  (3)  各種災害の出動計画に関すること。 

  (4)  総合的な訓練及び計画に関すること。 

  (5)  救急、救助その他災害の統計及び報告に関すること。 
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  (6)  消防の国民保護措置に関すること。 

  (7)  消防相互応援協定に関すること。 

  (8)  緊急消防援助隊に関すること。 

  (9)  消防活動及び消防訓練の安全管理の総括に関すること。 

  (10) 消防車両の安全運転管理の総括に関すること。 

  (11) 消防車両及び装備に関すること。 

  (12) 応急手当の普及啓発に関すること。 

  (13) 医療関係機関との連絡調整に関すること。 

    (14) メディカルコントロールに関すること。 

  (15) その他救急、救助及び防災の事務に関すること。 

 情報指令課 
  (1)  災害通報の受信及び出動指令に関すること。 

  (2)  指令管制業務に関すること。 

  (3)  消防情報の収集及び伝達に関すること。 

  (4)  関係機関への災害情報の連絡及び出動要請に関すること。 

  (5)  関係団体への連絡に関すること。 

  (6)  消防通信施設の保全管理及び運用に関すること。 

  (7)  消防活動支援システムに関すること。 

  (8)  通信情報管理の総括に関すること。 

  (9)  消防信号に関すること。 

  (10)  筑後地域消防通信指令事務協議会に関すること。 

  (11) その他消防通信事務に関すること。 

 

消 防 署（各消防署共通） 

 警防課 
  (1)  署に属する事務事業の総括及び企画調整に関すること。 

  (2)  署に属する文書の管理に関すること。 

  (3)  署に属する公印の保管に関すること。 

  (4)  署に属する職員の配置及び勤務に関すること。 

  (5)  署員の研修及び訓練計画に関すること。 

  (6)  署に属する統計及び報告に関すること。 

  (7)  部隊の編成及び運用に関すること。 

  (8)  安全管理に関すること。 

  (9)  建築確認等の同意及び危険物施設の許認可並びに消防用設備等の検査及び指導に関すること。 

  (10) 消防対象物の査察及び違反処理の指導に関すること。 

  (11) 液化石油ガス、旅館等の意見書の交付に関すること。 

  (12) 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

  (13) 危険物災害の調査に関すること。 

  (14) 火災の予防及び防火思想の普及啓発に関すること。 

  (15) 外郭団体等の育成指導に関すること。 

  (16) 応急手当の普及啓発に関すること。 

  (17) 庁舎等の維持管理に関すること。 

  (18) 各種証明に関すること。 

  (19) 消防団の訓練及び指導に関すること。 

    (20) 消防気象に関すること。 

  (21) その他火災予防及び警防業務に関すること。 

 消防課 
  (1)  水火災その他の災害の警戒及び防除に関すること。 

  (2)  救急及び救助業務に関すること。 

  (3)  警防計画に関すること。 

  (4)  訓練及び演習の計画に関すること。 

  (5)  消防車両及び資機材の運用管理に関すること。 

  (6)  消防水利の調査に関すること。 

  (7)  消防対象物及び危険物施設の査察及び指導に関すること。 

  (8)  火災の原因及び損害の調査に関すること。 

  (9)  危険物災害の調査に関すること。 

  (10) 防火及び救急指導に関すること。 

  (11) 消防団の訓練及び指導に関すること。 

  (12) その他警防業務に関すること。 



消防団名 団本部所在地 消防団長 支団
本部
分団

分団 部 定員 実員

久留米市消防団 久留米市東櫛原町999番地1 水田　信行 7 43 5 1,587 1,497

大川市消防団 大川市大字酒見256番地1 吉川　昌徳 1 6 21 339 281

小郡市消防団 小郡市小郡255番地1 柳原　和敏 1 8 255 239

うきは市消防団 うきは市吉井町新治316番地 重冨　辰彦 1 9 22 520 497

大刀洗町消防団 三井郡大刀洗町大字冨多819番地 大場　雅之 1 4 110 100

大木町消防団 三潴郡大木町大字八町牟田255番地1 中島　豊記 3 10 168 162

管内総数 7 4 73 58 2,979 2,776

久留米広域消防本部管内消防団の概要

（令和2年4月1日）

構成市町消防団配置図

小郡市消防団
本部・８分団 大刀洗町消防団

本部・４分団

うきは市消防団
本部・９分団

２２部

久留米市消防団
７支団

４３分団
５部大木町消防団

本部・３分団
１０部

大川市消防団
本部・６分団

２１部
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構成市町消防団組織系統図

久留米東部支団

支団長

田主丸支団

支団本部

支団本部

第33分団

第23分団

第24分団

第17分団

支団本部

支団長
副支団長

三潴支団

第43分団

第21分団

第22分団

第38分団

第39分団

第34分団

第40分団

第41分団

第42分団

第25分団

第26分団

第36分団第1部

第38分団第1部

第39分団第1部

第37分団

第27分団第1部

第28分団第1部

第11分団

第14分団

第18分団

第19分団

第20分団

第１分団

第３分団

第５分団

第６分団

第13分団

久留米西部支団

支団長

第７分団

第８分団

第９分団

第10分団

支団本部

第２分団

第４分団

支団長

第36分団

第31分団

第12分団

第15分団

第16分団

第35分団

第32分団

第29分団

第30分団

久留米市消防団

市長

団長

久留米市

久留米市消防団

久留米中央支団

本部

97

令和2年4月1日

支団長

支団長

北野支団

支団長
副支団長

城島支団

支団本部

第27分団

第28分団



本部

第 4 分団

第 5 分団

第 6 分団

第 1 分団

市　長 団　長 第 3 分団
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第 2 分団

大川市消防団

大川市 大川市消防団

小郡市消防団

第 1 分団

第 2 分団

第 3 分団

第 7 分団

第 8 分団

本部分団

本　部

市　長 団　長 第 4 分団

第 5 分団

第 6 分団

小郡市 小郡市消防団
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第　４　部

大木町消防団
第　１　部

第 1 分団
第　２　部

第　３　部

第 2 分団

大木町 大木町消防団
第　１　部

第 2 分団
第　２　部

町　長 団　長
第　３　部
第　４　部

第 3 分団
第　１　部
第　２　部

本部

大刀洗町消防団 本部分団

第 1 分団

大刀洗町 大刀洗町消防団 本部

町　長 団　長

第 3 分団

第 4 分団

うきは市消防団 第 1 分団

第 3 分団

市　長 団　長

第 9 分団

第１部

第２部

第３部

第 2 分団
第１部
第２部

第１部
第２部

第 4 分団
第１部

うきは市 うきは市消防団 本　部
第２部

第３部

第１部
第２部

第 6 分団
第１部

第２部

第 7 分団

第 5 分団

第１部
第２部

本部分団

第１部
第２部
第３部

第１部 第４部

第 8 分団
第２部



令和２年８月

久留米広域消防本部

　久留米市東櫛原町９９９番地１

　ＴＥＬ　０９４２(３８）５１５１

久留米広域消防本部

消　防　年　報
（令和元年版）

　　編　集

　　発行日
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